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前回3月7日発行のテクニカル分析において、「東京金は転換線に支えられるかたちで上昇している。転換線を終値で

割り込まない限りは上昇基調は続くだろう。ただし、ストキャスティクスが前回の高値数値を超えない場合にはダイ

バージェンスとなり天井の可能性が高まるので、注意したい。」と分析した。その後も上昇を続けたが、転換線を割り

込むとストキャスティクスもダイバージェンスとなったため大きく下落しトレンド転換した。この先は雲に接近してお

りストキャスティクスも底値圏であるため一旦下げ止まる可能性もある。

週刊テクニカル分析

前号のおさらい：金のストキャスティクス

前回のレポート

3月7日

CCIは、商品チャンネル指数(Commodity Channel Index)の略で、1980年にドナルド・ランバートが開発した指標。

その名の通り、商品取引で使われ始めたといわれているが、現在は株式や為替、債券の分析にも広く使われているオシ

レーター系のテクニカル指標。CCIの計算式は以下の通り。

CCI = TP - MA(TP) / (0.015 * MA(乖離率))

TP=(高値 + 安値 + 終値) / 3

MA(TP)=TPのn本単純移動平均

MA(乖離率)=乖離率のn本単純移動平均

乖離率[i]=TP[i]とMA(TP)の差分（絶対値）

通常nは14がよく使われ、ラインは－100％と＋100％を使う。期間nは自分が適用したい銘柄の平均的なサイクル

を観察し、その3分の1の期間を指定することをランバートは勧めている。また、上下ラインのパーセンテージも変更す

る。

CCIの考え方の基本は、値動きには一定のサイクルがあるということをもとに、とくに商品の場合は、季節的な循環変

動が見られるという特徴がある。完全なサイクルが成立しているわけではないが、上下動のサイクルが相場で観察され

ることはよくあり、CCIはこのようなサイクルを前提として、商品価格や株価の売られすぎや買われすぎを判断する。

TOPICs CCI（商品チャンネル指数）とは
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東京金もＮＹ同様

でＣＣＩはマイナス

130まで下落して

いるもののボリン

ジャーバンドは拡大

中のためさらなる下

落が想定される。

ＣＣＩの向きが横

ばい、または上向き

に変化するか、マイ

ナス100のライン

を上回るまでは下落

は続くだろう。また、

マイナス100のラ

インを上回ったとき

に逆張りで買いを仕

掛けるのも有効だ。

NY金は下落継続か NY金

ＮＹ金はCCIがマ

イナス123まで下

落しているが、ボリ

ンジャーバンドが拡

大しているため、さ

らに下落する可能性

がある。

CCIはゼロライン

を境にトレンド転換

となることが多く、

まだしばらく下落ト

レンドは継続しそう

だが、一旦売られ過

ぎてもいるのでマイ

ナス100を上回っ

てきたら一旦下げ止

まりとなる。

東京金も下落余地残す 東京金

TOPICs 金市場をCCIで見てみよう

TOPICs CCIの売買判断

逆張りの場合、CCIが100％を超えたら「売り」、－100％を下回ったら「買い」となる。

順バリの場合、CCIが100％を超えたら「買い」、－100％を下回ったら「売り」となる。

また、ゼロラインの上下位置によりトレンドが判断できる。サイクルに加えてトレンドも重要となり、逆バリがいい

か順バリがいいかは銘柄によって異なる。

？

-　2　-



NY原油はＣＣＩ

がマイナス100ラ

インを上抜き、さ

らにゼロラインを

上抜けプラスに転

換したことから上

昇に弾みが付くと

思われる。

ただし、ボリン

ジャーバンドは縮

小しているなかで

プラス2シグマにぶ

つかっているため、

反転に警戒は必要

だが、ボリン

ジャーバンドが拡

大を再開する場合

にはさらなる上昇

が期待できる。

東京白金はＣＣＩ

がマイナス129と金

と同様の数値まで下

落しているが、ボリ

ンジャーバンドが拡

大していないため、

売られ過ぎと判断で

き反発しやすい状況

だ。

まだＣＣＩは下向

きなので下げ止まっ

たとは言えないが、

ＣＣＩが上向くかま

たはマイナス100ラ

インを上抜いた時点

で上昇を始める可能

性が高い。

TOPICs 他市場はどうか

東京白金は売られ過ぎによる反発も

NY原油NY原油はさらに上昇か

東京白金

転換線

基準線

転換線

基準線

？
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ドル円は今週に

入ってから狭いレ

ンジ内での値動き

となっており予測

が難しい。

ただ、サイクル

的には上昇過程

だったため、そこ

で上昇できなかっ

たということは下

落の可能性が高い

といえる。
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今週はCCIを利用し補助的にボリンジャーバンドを表示し分析した。

金は。ＮＹ・東京両市場ともCCIがマイナス100を超え売られ過ぎのゾーンに達しているが、ボリンジャーバンドも

拡大中でさらに下落する可能性が高いだろう。

東京白金は金と同様にマイナス100を超えているが、ボリンジャーバンドが拡大していないため、売られ過ぎと判断

でき反発しやすい状況だ。CCIが上向きになれば、上昇する確率が高いだろう。

NY原油はトレンド分岐点のゼロラインを超えたため、上昇するだろう。ボリンジャーバンドが今後拡大していけばさ

らなる上昇が予測される。

ドル円は値幅もなく横ばいとなっている。サイクル的には下落サイクルに入りそうだ。

今後の予想

ドル円
ドル円は方向性がない
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